
事業概要 【書かない窓口導入事業】

3,520千円事業費8,892人人口福島県小野町自治体名

高齢者や外国人等の割合が年々高くなってきており(令和5年高齢化率は38.3％、令和6年12月外国人の割
合は2.1％)、申請書等への記入が難しく、窓口における滞在時間が⾧くなり、住民の負担となっていた。マイナン
バーカードや在留カード等から本人情報を認証することで手続き上必要となる申請者の氏名や住所等が印字され
た申請書を作成する。導入することで、申請時に係る利用者の負担軽減と手続きの時間短縮につながることで、住
民サービスにおける利便性の向上が期待できる。

事業概要

【書かない窓口の導入】
• マイナンバーや在留カード等の本人確認書類に
記載されている基本情報（氏名、住所、生年月
日等）を申請書へ印字することにより、申請手
続きについて、高齢者や外国人、また複数枚申
請書に記載しなければならなかった住民等の負
担軽減と手続き時間の短縮が図られる。
設置場所:窓口記載台
設置台数:2台
対象申請書:戸籍・住民票・印鑑証明書等申

請書、税証明書等申請書、介護
申請書等

具体
サービス

【アウトカム指標（成果指標）】
①書かない窓口の満足度
②手続きに要する住民の所要時間
③

【アウトプット指標（活動指標）】
①書かない窓口を利用した申請書の枚数
②
③

主な
KPI



推進体制

 庁内の推進体制

役割名称名称

• 事業全体のマネージメント・進捗管理副町⾧事業実施責任者

• 関連部署との調整、業務フローの検討、広報、サービス評価・改善総務課事業担当課

• 税分野に係る申請書を所管税務課連携部署

• システムの調達、住民登録等に係る申請書を所管、アンケート集計町民生活課連携部署

• 福祉分野に係る申請書を所管健康福祉課連携部署

【各課室の役割】

※申請責任者である担当部局のみならず、申請事業に関係する制度・分野所管部局も含めた、庁内全体の部局横断
的な推進体制について記載すること。また、体制図や部局間の連携の仕組みを記載するとともに、下欄に各課室の役
割を具体的に記載すること。
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交付金申請・取りまとめ

実装サービス実施部局


